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冬
の
表
参
道
を
柔
ら
か
な
灯

り
で
彩
る「
表
参
道

akariu
m

（
ア
カ
リ
ウ
ム
）」（
表
参
道
ア
カ

リ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
原
宿
表

参
道
欅
会
主
催　

渋
谷
区
、
港

区
共
催
）の
点
灯
式
が
、あ
す
五

日
（
火
）の
夕
方
、
い
よ
い
よ
行

わ
れ
る
。

最
大
一
六
七
〇
万
色
の
表
現

が
可
能
な
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を
六
十
基
設
置
。一

月
八
日（
月
）ま
で
の
約
一
ヶ
月

間
、
表
参
道
を
幻
想
的
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も
の
。

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

使
用
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

東
郷
神
社
に
隣
接
す
る
都

有
地
に
、
留
置
場
を
含
む
警

察
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を

建
設
す
る
「
神
宮
前
一
丁
目
民

活
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
起

工
式
が
、
二
十
二
日
、
同
建
設

予
定
地
の
社
会
事
業
大
学
跡

地
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
。

　

工
期
は
今
月
一
日
か
ら
、
二

〇
〇
九
年
四
月
末
ま
で
。
現
・

原
宿
署
が
同
地
に
移
転
さ
れ

警
察
施
設
が
新
設
さ
れ
る
ほ

か
、
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
棟
、
住

宅
棟
Ａ
、
住
宅
棟
Ｂ
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
建
設
。
さ
ら

に
渋
谷
区
中
央
図
書
館
も
移

転･

新
設
さ
れ
る
予
定
。 　

　

警
察
施
設
は
、
敷
地
面
積
三

二
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
。
地
下

二
階
、
地
上
十
五
階
建
て
。高
さ

（
最
高
）六
八
メ
ー
ト
ル
。

商
業
・
オ
フ
ィ
ス
棟
は
敷
地

二
五
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地

下
一
階
、
地
上
十
階
建
て
。高
さ

四
一
メ
ー
ト
ル
。
住
宅
棟
Ａ
は

地
下
三
階
、
地
上
九
階
、
高
さ
三

七
メ
ー
ト
ル
。
住
宅
棟
Ｂ
は
地

下
三
階
、
地
上
十
六
階
、
高
さ
五

二
メ
ー
ト
ル
。 　
　

こ
の
日
は
朝
か
ら
晴
天
。
起

工
式
に
は
特
別
目
的
会
社
「
株

式
会
社
原
宿
の
杜
守
」
の
藤
井

應
好
社
長
ほ
か
、事
業
者
、行
政

関
係
者
ら
総
勢
約
八
〇
名
が
出

席
。
安
井
建
築
設
計
事
務
所
の

佐
野
吉
彦
社
長
が
稲
穂
に
鎌
を

入
れ
る「
苅
初
の
儀
」を
執
り
行

っ
た
ほ
か
、
古
式
ゆ
か
し
い
儀

式
の
数
々
に
よ
り
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
た
。

続
く
祝
賀
会
で
は
、
東
京
都

の
関
谷
保
夫
副
知
事
が
、「
地
元

の
要
望
を
最
大
限
汲
ん
だ
上

で
、
本
来
の
行
政
目
的
も
達
せ

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
。
最
終

的
に
（
地
元
住
民
か
ら
も
）
理

解
し
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
っ

て
い
る
」と
述
べ
た
ほ
か
、
川
島

忠
一
都
議
会
議
長
も
「
こ
の
計

画
で
は
（
地
元
に
限
ら
ず
）
都

民
か
ら
の
高
い
関
心
、
熱
心
な

意
見
を
多
数
頂
い
た
。
結
果
と

し
て
そ
の
お
か
げ
で
、
よ
り
良

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
た
と

思
う
」
と
述
べ
る
な
ど
、
地
元

住
民
へ
の
配
慮
を
強
調
し
た
。

　
「
原
宿
の
杜
守
」の
構
成
一
社
、

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

の
松
本
光
弘
社
長
か
ら
は
、「
私

も
若
い
頃
は
よ
く
原
宿
に
は
遊

び
に
来
た
。
都
市
と
人
、
自
然

が
調
和
し
た
、
原
宿
の『
商
』と

『
住
』
を
よ
り
引
き
立
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
し
た
い
」と
の
、
事

業
者
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
語

ら
れ
た
。

「
東
京
都
、
原
宿
に
六
〇
〇
人

収
容
の
大
規
模
留
置
場
建
設
を

全
国
で
も
最
大
規
模
だ
。

明
日
午
後
四
時
頃
よ
り
明
治

神
宮
原
宿
口
で
行
わ
れ
る
点
灯

式
に
は
、
渋
谷
区
の
桑
原
敏
武

区
長
、
原
宿
表
参
道
欅
会
の
松

井
誠
一
理
事
長
ら
が
出
席
。
多

数
の
報
道
陣
、
一
般
の
観
客
ら

も
見
守
る
中
、
五
時
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
待
ち
、
六
十
基
の

塔
に
一
斉
に
灯
り
が
と
も
さ
れ

る
と
い
う
。

日
本
伝
統
の
行
灯
を
模
し
た

と
い
う
塔
「a

k
a
ri

」
は
、
高

さ
六
ｍ
、幅
・
奥
行
き
一
・
二
メ

ー
ト
ル
の
巨
大
な
直
方
体
。
表

面
に
白
地
メ
ッ
シ
ュ
幕
（
不
燃

性
の
布
素
材
）
が
張
ら
れ
た
こ

の
直
方
体
が
等
間
隔
に
六
十
基

設
置
さ
れ
、
時
期
や
時
間
に
よ

っ
て
異
な
る
様
々
な
灯
り
の
像

を
描
く
の
が
最
大
の
見
所
。

初
日
五
日
か
ら
十
二
月
二
十

五
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
は
「
キ

ャ
ン
ド
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
ベ

ー
ス
に
、
週
末
に
は「
星
空
」を

表
現
。
ク
リ
ス
マ
ス
前
後
の
二

十
二
日
（
金
）
か
ら
二
十
五
日

（
月
）ま
で
は
、「
流
れ
星
」、
二

十
六
日
（
火
）
か
ら
三
十
一
日

（
日
）
大
晦
日
ま
で
は
「
日
本
の

四
季
」「
欅
の
四
季
」、二
十
六
日

か
ら
一
月
八
日
ま
で
は
炎
の
像

が
柔
ら
か
く
揺
ら
ぐ
「
あ
ん
ど

ん
」と
、
季
節
行
事
を
意
識
し
た

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
展

開
さ
れ
る
。

な
お
企
画
立
案
に
当
た
り
、

原
宿
表
参
道
欅
会
な
ど
か
ら
な

る
「
表
参
道
ア
カ
リ
ウ
ム
実
行

委
員
会
」
が
何
よ
り
配
慮
し
た

と
い
う
の
が
、
欅
を
含
む
周
辺

環
境
の
保
護
。
木
に
直
接
触
れ

ず
、
消
費
電
力
が
格
段
に
少
な

い

L
E
D（
既
存
街
灯
一
本
当

た
り
の
消
費
電
力
四
・
八
七
五

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
（
／
日
）

に
対
し
「a

k
a
ri

」
は
三
・
〇

二
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
）の
使

用
に
至
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た

前
提
が
あ
っ
て
の
こ
と
。

「
第
一
回
目
と
な
る
今
年
は
、

ま
ず
『
表
参
道
で
の
灯
り
の
イ

ベ
ン
ト
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』

と
い
う
テ
ー
マ
を
町
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
た
い
」
と
は
実

行
委
員
長
の
松
井
誠
一
氏
。

十
二
月
十
四
日
（
木
）
は
ボ

ー
カ
ル
デ
ュ
オ
、
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
を
明
治
神
宮
会
館
に
招
い
て

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
明
治
神
宮

あ
か
り
と
音
楽
の
奉
納
」
も
行

う
な
ど
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

盛
り
込
み
つ
つ
も
、
表
参
道
の

新
た
な
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、

長
期
の
定
着
を
図
り
た
い
考
え

だ
。今

年
二
月
の
表
参
道
ヒ
ル
ズ

計
画
」
と
の
二
〇
〇
一
年
十
月

の
新
聞
報
道
を
き
っ
か
け
に
、

一
時
は
住
民
か
ら
の
大
規
模
な

反
発
も
招
い
た
こ
の
計
画
。
住

民
主
体
の
反
対
運
動
も
、
約
六

万
人
分
の
反
対
署
名
を
集
め
る

ま
で
に
発
展
し
た
が
、
最
終
的

に
「
中
学
校
と
隣
接
す
る
エ
リ

ア
に
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
の
緑
道

を
建
設
」「
緑
道
の
境
界
線
に
は

目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
、
防
砂
ネ
ッ

ト
な
ど
を
設
置
」す
る
な
ど
、住

民
側
要
望
を
取
り
入
れ
る
形
で

決
着
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
。

表
参
道
エ
リ
ア
に
出
店
し

て
い
る
人
気
店
舗
に
よ
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー｢

表
参
道

a
k
a
riu
m

　

C
o
lle
c
tio
n

（
ア
カ
リ
ウ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

｣

が
、
十
二
月
八
日
午
後
七
時

（
予
定
）、表
参
道
ヒ
ル
ズ
の
吹
き

抜
け
大
階
段
に
て
行
わ
れ
る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
し

て
は
最
大
規
模
を
誇
る
、「
東

京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
演
出
を
担
当
。

「
表
参
道

akariu
m

」の
期
間

中
、
関
連
企
画
「a

k
a
riu
m
 

ca
ll

（
ア
カ
リ
ウ
ム　

コ
ー
ル
）

〜
あ
か
り
に
願
い
を
〜
」が
、初

日
十
二
月
五
日（
火
）か
ら
同
二

十
五
日（
月
）ま
で
実
施
さ
れ
る

（
午
後
八
時
か
ら
九
時
ま
で
を

予
定
）。
携
帯
電
話
を
通
じ
て
、

誰
も
が

｢akari｣

の
照
明
演

出
に
参
加
で
き
る
と
い
う
双
方

向
的
な
イ
ベ
ン
ト
だ
。

専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号

に
電
話
を
す
る
と
、
六
十
基
の

｢a
k
a
ri｣

全
て
が
約
二
十
秒

間
参
加
者
の
声
に
反
応
。
発
生

に
よ
っ
て
色
の
流
れ
が
変
化
す

る
な
ど
様
々
な
特
別
演
出
が
展

開
さ
れ
る
。
こ
の
模
様
は
専
用

サ
イ
ト「akarium

w
eb 

」

オ
ー
プ
ン
以
来
、
一
挙
に
人
出

の
増
し
た
原
宿
・
表
参
道
。
夏

の
「
元
氣
祭
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ

い
」
と
並
び
立
つ
冬
の
巨
大
イ

ベ
ン
ト
が
復
活
。
街
の
発
展
に

掛
か
る
期
待
も
い
よ
い
よ
膨
ら

む
ば
か
り
だ
。

(h
ttp://w

w
w
.akarium

.jp/)

で
も
常
時
中
継
さ
れ
、
来
街
者

以
外
で
も
参
加
可
能
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
専
用
番
号

は
、
会
場
で
配
布
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
お
よ

び
「a

k
a
riu
m
 

w
eb
 

」に
掲
載
。参
加
費
無
料
。

携
帯
電
話
で
照
明

演
出
に
参
加
O
K

幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

最
大
一
六
七
〇
万

色
の
表
現
可
能

五
日
一
斉
に
点
灯
式

民活再生で起工式
神宮一丁目に複合施設

工事の安全を祈願する関係者 自然環境に配慮、あす点灯式

冬の表参道

人
気
店
舗
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
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明
治
神
宮
の
門
前
町
、
表
参

道
。
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
を
代
表
と

す
る

L
V
M
H

グ
ル
ー
プ

（
仏
）の
進
出
、
世
界
で
も
最
大

規
模
の
米
国
ラ
ル
フ
ロ
ー
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
開
業
。
さ
ら
に
二

月
に
は
表
参
道
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
世
界
の
フ
ァ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
と
わ
が
国
文
化
の

象
徴
的
な
街
が
融
合
、
表
参
道

は
常
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ

び
る
街
に
変
貌
し
た
。

七
年
任
期
を
務
め
た
山
本

正
旺
前
理
事
長
の
後
を
受
け
就

任
。
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
会
か
ら
数

え
て
四
代
目
の
理
事
長
だ
。
七

月
に
就
任
し
た
ば
か
り
だ
が
、

い
き
な
り
大
仕
事
が
舞
い
込
ん

だ
。欅
会
は
、
こ
の
五
日
か
ら
高

さ
六
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
の
塔「
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ

（
ア
カ
リ
）」（
奥
行
き
一
・
二
メ

ー
ト
ル
、
重
量
二
・
五
ト
ン
）を

沿
道
に
六
〇
基
設
置
、
こ
れ
ま

で
の「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」か

ら
進
化
し
た
壮
大
な
冬
の
祭
典

を
復
活
さ
せ
た
。

同
欅
会
は
、
昭
和
四
八
年
、

「
原
宿
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
会
」と
し

て
設
立
。当
初
は
役
員
七
人
、
会

員
一
人
と
い
う
世
帯
で
あ
っ
た
。

街
の
発
展
と
と
も
に
、
八
人
だ

っ
た
会
は
、
現
在
会
員
二
五
〇

社
、
加
盟
店
は
八
〇
〇
店
以
上

と
い
う
巨
大
な
組
織
に
な
っ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
原
宿
駅
前

か
ら
表
参
道
ま
で
の
約
一
キ
ロ

と
神
宮
前
交
差
点
両
側
の
明
治

通
り
に
面
し
た
商
店
、
事
業
所
。

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
商
店

街
の
組
合
と
い
う
よ
り
は
、
街

の
イ
ベ
ン
ト
、
活
性
化
の
プ
ロ

渋
谷
区
の
平
成
十
八
年
度

第
四
回
定
例
議
会
が
二
十
八

日
開
幕
し
た
。提
出
さ
れ
た
の

は
「
情
報
公
開
条
例
」
の
改
正

案
な
ど
三
〇
件
。
各
会
派
の

代
表
質
問
に
は
、
自
民
党
か

ら
齋
藤
一
夫
氏
、日
本
共
産
党

か
ら
菅
野
茂
氏
、
公
明
党
か

ら
古
川
斗
記
男
氏
、「
未
来
の

渋
谷
」
か
ら
金
井
義
忠
氏
が

登
壇
し
た
。

自
民
齋
藤
氏
に
答
え
る
形

で
行
わ
れ
た
桑
原
区
長
の
答

弁
で
は
、こ
れ
ま
で
態
度
保
留

し
て
い
た
来
年
四
月
の
区
長

選
に
つ
い
て
、
再
出
馬
す
る
と

の
意
向
が
初
め
て
公
式
に
示

さ
れ
た
。

区
長
は
冒
頭
、
渋
谷
区
の

「
情
報
公
開
条
例
」
改
正
案
に

つ
い
て
言
及
。
他
自
治
体
に
先

駆
け
平
成
二
年
四
月
に
「
情
報

公
開
条
例
」「
個
人
情
報
保
護
条

例
」を
制
定
し
た
同
区
だ
が
、同

十
五
年
の
個
人
情
報
保
護
法
施

行
後
、
整
合
性
が
取
れ
な
く
な

っ
て
い
る
点
も
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
こ
れ
を
踏
ま
え
区
の
説
明

責
任
を
明
確
化
し
、
公
開
請
求

の
「
対
象
文
書
」
を
拡
大
す
る

な
ど
、
よ
り
時
代
に
即
し
た
内

容
に
改
め
る
と
の
方
針
を
示
し

た
。ま

た
こ
れ
に
関
連
し
、
現
在

個
人
情
報
保
護
の
た
め
「
希
望

者
の
み
」
と
し
て
い
る
「
災
害
時

要
援
護
者
登
録
」
に
つ
い
て
も

言
及
。
現
行
の
登
録
方
法
は
高

齢
者
や
障
害
者
が
災
害
時
に
救

助
対
象
か
ら
漏
れ
か
ね
な
い
と

の
懸
念
が
あ
り
、
い
ち
早
く
救

助
を
行
う
に
は
区
所
有
の
個
人

情
報
を
警
察
、消
防
署
、防
災
組

織
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
外
部
提

供
で
き
る
よ
う
、
条
例
改
正
が

必
要
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

代
表
質
問
で
は
、ま
ず
自
民
・

齋
藤
氏
が
桑
原
区
政
に
つ
い
て

総
括
。桑
原
氏
就
任
以
前
、壊
滅

的
状
況
に
あ
っ
た
区
財
政
再
建

を
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

落
と
さ
ず
成
し
遂
げ
た
の
は
同

区
長
あ
っ
て
の
偉
業
で
あ
る
と

し
、
来
期
以
降
の
区
政
を
担
う

の
も
「
桑
原
区
長
以
外
に
は
あ

り
え
な
い
」と
再
出
馬
を
要
請
。

対
し
て
区
長
は
、
財
政
が
悪

化
す
る
国
と
の
狭
間
に
あ
っ
て
、

多
く
の
渋
谷
区
民
の
生
活
に
ひ

ず
み
が
生
じ
て
い
る
と
の
見
解

を
示
し
た
う
え
こ
れ
を
受
諾
。

「
た
と
え
茨
の
道
で
あ
っ
て
も

再
出
馬
し
た
い
」と
述
べ
、
初
め

て
出
馬
の
意
向
を
公
式
に
示
し

た
。そ

の
ほ
か
各
党
代
表
質
問
で

は
、
共
産
党
・
菅
野
氏
が
神
宮

前
小
学
校
に
ト
ル
コ
人
学
級
を

開
設
す
る
問
題
で
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
姿
勢
で
物
事
を
進
め
る

桑
原
区
長
の
手
法
を
「
区
民
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
」と
批
判
。

ま
た
公
明
党
・
古
川
氏
が
、

渋
谷
区
民
が
区
内
商
店
や
映
画

館
で
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る

「
渋
谷
カ
ー
ド
」
の
創
設
を
提

案
し
た
ほ
か
、「
未
来
の
渋
谷
」・

金
井
氏
が
、
区
職
員
の
人
事
異

動
が
平
均
一
年
と
い
う
短
期
で

行
わ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
、「
区

庁
舎
内
の
職
場
の
雰
囲
気
と
い

っ
た
見
地
か
ら
、
問
題
が
あ
る

の
で
は
」と
の
疑
念
を
呈
し
た
。

デ
ュ
サ
ー
的
な
役
割
と
い
う
の

が
実
態
だ
。

昭
和
三
八
年
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
前
年
、
現
在
本
社
が

あ
る
神
宮
前
交
差
点
の
角
に
父

親
の
信
吉
さ
ん
が
焼
肉
店
「
八

角
亭
」
を
開
業
。
当
時
中
学
生

だ
っ
た
松
井
さ
ん
も
店
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。
当
時

ビ
ル
な
ど
は
ほ
ん
の
数
え
る
ほ

ど
。
中
央
分
離
帯
も
な
か
っ
た

表
参
道
は
格
好
の
遊
び
場
だ
っ

た
ら
し
い
。
車
も
少
な
く
表
参

道
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て

い
た
、
と
い
う
話
は
い
ま
で
は

考
え
ら
れ
な
い
風
景
だ
。

「
な
に
し
ろ
欅
の
美
し
い
通

り
だ
っ
た
。
商
店
会
の
仕
事
を

始
め
た
の
は
よ
り
多
く
の
人
に

表
参
道
の
美
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
」
と
松
井
さ
ん
。

そ
れ
が
こ
の
四
〇
年
で
誰
も
が冬の祭典を復活させる

知
っ
て
い
る
街
に
変
わ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
ど
れ
ほ
ど
変
貌
し
て

い
く
の
か
。
理
事
長
と
い
う
大

役
だ
が
、
自
分
ら
し
く
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
至
っ
て
冷
静

だ
。趣

味
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
理
事

長
就
任
で
多
忙
を
極
め
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
時
間
を
見
つ
け

て
は
伊
豆
半
島
ま
で
足
を
の
ば

す
ら
し
い
。
野
生
の
生
き
物
を

み
て
い
る
と
、
そ
の
生
を
ま
っ

と
う
す
る
姿
に
感
動
を
覚
え
る
。

枝
葉
末
節
に
翻
弄
さ
れ
る
人
間

の
煩
悩
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。

自
然
体
の
生
き
方
が
理
想
と
松

井
さ
ん
。㈱
松
井
社
長
。温
和
な

表
情
の
う
ら
に
は
芯
の
強
さ
が

伺
え
た
。
奥
さ
ん
と
代
田
に
二

人
暮
ら
し
。五
五
歳
。

穏
田
商
店
会
（
佐
藤
銀
重
会

長
）
に
よ
る
旧
渋
谷
川
遊
歩
道

（
通
称
「
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー

ト
」）
周
辺
の
地
図
が
、
先
月
十

一
月
半
ば
、
神
宮
前
五
‐
十
一

「
神
宮
前
自
動
二
輪
車
等
駐
車

場
」前
に
設
置
さ
れ
た
。名
称
は

「
穏
田
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ッ
プ
」。

図
も
字
も
大
き
め
で
見
や
す
い

の
が
特
長
だ
が
、
二
次
元
の
マ

ッ
プ
に
最
新
技
術
を
導
入
し
た

ア
イ
デ
ィ
ア
が
好
評
だ
。

神
宮
前
五
、
六
丁
目
を
中
心

に
裏
原
宿
の
一
角
を
網
羅
。一
帯

二
十
の
ビ
ル
に
入
居
す
る
三
十

七
商
店
と
、
ほ
か
十
七
の
飲
食

店
を
地
図
上
に
記
載
し
た
。

若
者
ら
に
と
り
わ
け
好
評
な

の
が
、
地
域
マ
ッ
プ
と
し
て
は

　

来
年
か
ら
景
観
整
備
工
事

が
行
わ
れ
る
予
定
の
青
山
通
り

で
、「
歩
道
を
公
園
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
変
え
て
し
ま
う
社
会
実

験
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。　

　

N
P
O
法
人
「
渋
谷
・
青

山
景
観
整
備
機
構
（
略
称
＝

珍
し
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
併
記
。

携
帯
に
登
録
す
れ
ば
電
話
番

号
、
営
業
時
間
な
ど
各
店
舗
の

情
報
、さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
原
宿
駅
、
東

京
メ
ト
ロ
明
治
神
宮
前
駅
、
同

表
参
道
駅
の
時
刻
表
ま
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
な
く

と
も
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
終

電
を
逃
す
と
困
る
人
た
ち
に
は

貴
重
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い

る
。

S
A
L
F
）」（
理
事
長
・
井
口

典
夫
青
山
学
院
大
学
教
授
）
に

よ
る
こ
の
実
験
は
、
東
京
メ

ト
ロ
・
外
苑
前
駅
出
口
付
近
で

今
月
初
め
よ
り
開
始
。
以
前
ま

で
こ
こ
に
あ
っ
た
駐
輪
場
を
移

転
さ
せ
た
上
、
ベ
ン
チ
、
花
壇

に
加
え
小
学
校
児
童
ら
の
絵
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
歩

道
の
真
ん
中
を
多
目
的
広
場

に
変
え
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。

　

周
辺
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
O
L

や
、
散
歩
の
途
中
で
歩
き
疲

れ
た
熟
年
夫
婦
ら
の
休
憩
場
所

と
し
て
概
ね
好
評
の
こ
の
広

場
。
至
る
と
こ
ろ
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
も
見
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
は
「
青
山
通
り
を
世
界
に

誇
る
商
業
・
観
光
ス
ト
リ
ー
ト

に
」
と
構
想
す
る
S
A
L
F
の

提
言
。
同
N
P
O
が
長
年
に
わ

た
り
沿
道
の
商
店
会
、
町
会
代

表
者
ら
と
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
ね
交
わ
し
た
「
青
山
通

り
町
並
み
協
定
書
」
の
概
要
、

さ
ら
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
基

づ
く
「
青
山
通
り
の
将
来
イ
メ

ー
ジ
」
を
掲
示
し
た
も
の
で
、

S
A
L
F
が
提
案
す
る
青
山
通

り
の
未
来
像
が
、
ご
く
分
か
り

や
す
い
形
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　

桑
原
区
長
が
出
馬
表
明

条
例
改
正
な
ど

三
十
議
案
提
出

渋
谷
区
の
定
例
議
会
開
幕

地
域
マ
ッ
プ
に
Q
R
コ
ー
ド

穏
田
商
店
街
を
網
羅

好
評
の
景
観
整
備
実
験

歩
道
が
公
園
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

商
店
街
振
興
組
合

「
原
宿
表
参
道
欅
会
」理
事
長
に
就
任
し
た

松
井　

誠
一
氏
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